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瑠
璃
光
院
大
日
如
来
像
と
平
泉
周
辺
の
菩
薩
形
坐
像
　
　
　

佐
々
木

　
あ
す
か

【
論
文
】　

は
じ
め
に

　

岩
手
県
瑠
璃
光
院
大
日
如
来
像
（
以
下
「
本
像
」
と
呼
称
、
図
１
〜
13
）

は
、
中
尊
寺
山
内
に
伝
わ
る
平
安
時
代
後
期
の
優
れ
た
大
日
如
来
像
と
し
て

古
く
よ
り
紹
介
さ
れ
て
き
た
（
注
一
）。
本
像
の
写
真
は
、『
中
尊
寺
大
鏡
』（
注
二
）

に
正
面
、
左
側
面
、
背
面
、
像
底
が
掲
載
さ
れ
、
他
書
に
お
い
て
ほ
か
の
角

度
か
ら
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
も
の
の
、
細
部
の
検
討
を
お
こ

な
う
に
は
や
や
不
十
分
で
あ
っ
た
（
注
三
）。
本
稿
で
は
、
瑠
璃
光
院
お
よ
び
中

尊
寺
の
ご
高
配
を
得
て
本
像
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
の
知
見
を
も
と

に
、
本
像
の
基
本
情
報
を
紹
介
し
た
い
。
併
せ
て
本
像
の
制
作
時
期
を
着
衣

形
式
の
観
点
か
ら
推
定
し
、
平
泉
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
菩
薩
形
坐
像
と
の
共

通
性
と
、
中
央
の
仏
像
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
お
こ
な
い
た

い
。

一
、
瑠
璃
光
院
大
日
如
来
像
の
概
要

　

ま
ず
本
像
の
概
要
を
ま
と
め
る
。
本
像
は
像
高
五
六
・
八
セ
ン
チ
（
注
四
）

の
智
拳
印
を
結
ぶ
金
剛
界
大
日
如
来
像
で
あ
る
。

（
一
）
形
状

　

元
結
を
上
下
二
段
に
あ
ら
わ
す
（
上
元
結
紐
二
条
、
下
元
結
帯
一
条
）。

上
元
結
紐
上
方
の
頭
頂
に
輪
状
の
髪
束
一
を
つ
く
り
、
そ
れ
以
外
の
髪
を
左

右
に
分
け
、
各
髪
束
を
後
方
か
ら
前
方
へ
巻
く
（
螺
髻
）。
髻
、
マ
バ
ラ
彫

り
。
天
冠
台
上
地
髪
部
、
天
冠
台
下
地
髪
部
（
耳
よ
り
後
ろ
）、
平
彫
り
。

天
冠
台
下
地
髪
部
（
耳
よ
り
前
）、
束
ね
目
入
り
毛
筋
彫
り
。
天
冠
台
、
紐

一
条
│
連
珠
文
│
紐
一
条
│
列
弁
│
花
形
。
鬢
髪
耳
を
わ
た
る
。
耳
垂
環

状
、
貫
通
。
三
道
相
を
あ
ら
わ
す
。

　

条
帛
を
つ
け
る
。
正
面
で
は
、
左
脇
腹
辺
で
末
端
を
い
っ
た
ん
た
る
ま



（54）

せ
、
主
条
上
端
よ
り
垂
下
す
る
。
腹
部
中
央
か
ら
右
脇
腹
に
か
け
て
、
主
条

の
上
端
を
折
返
す
。
背
面
で
は
、
主
条
の
下
端
か
ら
末
端
を
垂
下
す
る
。

　

下
半
身
の
着
衣
は
、
下
記
の
と
お
り
五
段
に
あ
ら
わ
す
（
図
12
・
13
、
図

版
の
①
〜
⑤
は
着
衣
の
段
数
を
示
す
。
以
下
同
様
）。
こ
の
下
半
身
の
着
衣

の
特
徴
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
制
作
時
期
を
推
定
す
る
一
材
料
と
な
る
と
思

わ
れ
、
ま
た
平
泉
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
菩
薩
形
坐
像
の
作
例
と
も
共
通
す
る

た
め
、
詳
し
く
記
述
す
る
。

　
（
上
か
ら
）
一
段
目
：
裙
折
返
し
部
…
正
面
中
央
に
大
き
め
の
花
弁
形
を

あ
ら
わ
す
。
背
面
中
央
、
左
右
体
側
に
そ
れ
ぞ
れ
折
り
た
た
み
を
あ
ら
わ

す
。
各
折
り
た
た
み
間
に
、
弧
状
の
衣
文
線
を
あ
ら
わ
す
。
一
段
目
の
下
縁

を
、
三
段
目
の
上
層
に
か
ぶ
せ
る
。

　

二
段
目
：
裙
表
か
…
正
面
右
大
腿
部
付
根
付
近
、
背
面
中
央
、
左
側
面
、

右
側
面
に
わ
ず
か
に
あ
ら
わ
す
（
注
五
）。
一
段
目
の
衣
よ
り
も
一
段
低
く
彫

出
す
る
。

　

三
段
目
：
腰
布
か
…
臀
部
か
ら
大
腿
部
上
方
を
め
ぐ
る
。
衣
文
は
衣
縁
と

平
行
に
あ
ら
わ
す
。
三
段
目
の
下
端
を
、
四
段
目
の
上
層
に
か
ぶ
せ
る
。
右

大
腿
部
上
面
、
お
よ
び
左
大
腿
部
上
面
か
ら
背
面
中
央
に
か
け
て
、
上
端
を

一
段
折
返
す
。

　

四
段
目
：
腰
布
か
…
大
腿
部
下
方
を
め
ぐ
る
。
大
腿
部
側
面
に
お
い
て
、

衣
文
は
弧
状
に
あ
ら
わ
す
。
四
段
目
の
下
端
を
、
五
段
目
の
上
層
に
か
ぶ
せ

る
。
左
右
と
も
に
、
下
端
を
一
段
折
返
す
。

　

五
段
目
：
裙
…
膝
上
か
ら
右
足
首
、
左
足
半
ば
ま
で
を
覆
う
。
下
端
を
右

足
首
上
で
折
返
す
。
右
足
首
付
近
で
、
裙
を
敷
き
込
む
。
右
足
首
を
ま
わ
る

裙
下
端
の
裏
地
を
あ
ら
わ
す
。
左
足
の
か
か
と
を
覆
う
。
右
脛
部
で
は
、
右

足
甲
の
敷
き
込
む
部
分
に
収
斂
す
る
衣
文
線
を
、
左
脛
部
で
は
正
面
左
寄
り

の
地
付
き
付
近
に
収
斂
す
る
衣
文
線
を
あ
ら
わ
す
。

　

両
手
を
屈
臂
し
、
正
面
中
央
で
智
拳
印
を
結
ぶ
。
右
足
を
上
に
し
て
結
跏

趺
坐
す
る
。

（
二
）
品
質
・
構
造
（
注
六
）

　

木
造
（
カ
ツ
ラ
材
）、
寄
木
造
り
。

　

頭
体
の
幹
部
は
、
髻
を
含
め
左
右
二
材
よ
り
彫
成
し
、
内
刳
り
の
う
え
割

首
す
る
（
注
七
）。
両
腕
は
、
肩
、
臂
、
手
首
を
矧
ぐ
。
両
腰
脇
三
角
材
、
両

脚
部
、
裳
先
を
矧
ぐ
。

　

表
面
は
、
錆
漆
下
地
に
漆
箔
と
す
る
。
瞳
に
黒
色
、
唇
に
赤
色
が
認
め
ら

れ
る
。

（
三
）
保
存
状
態

　

亡
失
：
垂
髪
、
装
身
具
、
光
背
、
台
座

　

後
補
：
裳
先
、
表
面
の
漆
箔
（
注
八
）

　

こ
の
ほ
か
、
各
矧
目
、
像
底
地
付
に
補
修
が
認
め
ら
れ
る
。

二
、
瑠
璃
光
院
大
日
如
来
像
の
着
衣
形
式
の
特
徴

　

次
に
、
本
像
の
特
徴
と
思
わ
れ
る
下
半
身
に
ま
と
う
裙
・
腰
布
の
着
衣
形

式
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
の
特
徴
は
、
本
像
の
制
作
時
期
を
推
定
す
る
際
の

一
助
と
も
な
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
か
つ
て
筆
者
が
平
安
時
代
後
期
か

ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
菩
薩
形
坐
像
に
お
け
る
裙
・
腰
布
の
着
衣
形
式
の
展
開

に
つ
い
て
検
討
を
し
た
際
に
、
十
二
世
紀
第
四
四
半
期
以
降
に
新
た
に
あ
ら

わ
れ
る
新
形
式
を
「
折
衷
型
」
と
名
づ
け
、
折
衷
型
作
例
の
一
覧
中
に
平
泉
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で
の
作
例
と
し
て
は
本
像
と
中
尊
寺
一
字
金
輪
像
を
挙
げ
た
（
注
九
）。
そ
の

際
に
は
「
折
衷
型
」
の
個
々
の
作
例
に
つ
い
て
は
図
版
と
と
も
に
述
べ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
像
を
例
に
改
め
て
「
折
衷
型
」
の
着
衣
形
式

に
も
注
目
し
た
い
。

　

拙
稿
で
の
裙
・
腰
布
の
着
衣
形
式
の
展
開
を
ま
と
め
る
と
、（
１
）
十
一

世
紀
後
半
〜
十
二
世
紀
の
平
安
時
代
後
期
の
典
型
形
式
（「
大
倉
普
賢
型
」

〔
図
14
・
15
〕、「
定
禅
寺
不
動
型
」〔
図
16
・
17
〕
と
呼
称
。
菩
薩
形
像
と
明

王
像
で
異
な
る
形
式
を
用
い
る
）（
注
一
〇
）
に
対
し
、
十
二
世
紀
半
ば
以
降
、

（
２
）
奈
良
仏
師
作
例
に
お
い
て
典
型
と
な
る
形
式
（「
円
成
寺
大
日
型
」

〔
図
18
・
19
〕、「
金
剛
峯
寺
孔
雀
型
」
の
二
種
類
。
菩
薩
形
像
と
明
王
像
で

共
通
）（
注
一
一
）
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
十
二
世
紀
第
四
四

半
期
に
は
、
従
来
の
（
１
）（
２
）
ど
ち
ら
に
も
分
類
で
き
な
い
新
た
な
形

式
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
を
（
３
）「
折
衷
型
」
と
名
づ
け
た
。（
３
）「
折
衷

型
」
の
着
衣
形
式
を
示
す
大
阪
・
金
剛
寺
金
堂
大
日
如
来
像
は
、『
金
剛
寺

文
書
』
よ
り
治
承
・
養
和
年
間
（
一
一
七
七
〜
八
二
）
頃
の
制
作
と
推
定
さ

れ
（
注
一
二
）、「
折
衷
型
」
の
出
現
の
お
お
よ
そ
の
目
安
を
十
二
世
紀
第
四
四

半
期
以
降
と
考
え
た
。
ま
た
作
者
に
つ
い
て
は
、
奈
良
仏
師
に
よ
る
在
銘
像

で
は
（
２
）
の
形
式
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、（
２
）
の
形
式
の
特
徴
の

一
部
を
取
り
入
れ
た
「
折
衷
型
」
は
、
奈
良
仏
師
以
外
の
仏
師
系
統
に
よ
る

と
推
測
し
た
。

　

こ
こ
で
改
め
て
本
像
の
裙
・
腰
布
の
着
衣
形
式
を
み
る
と
、
堅
固
な
規
範

性
を
有
す
る
（
１
）
平
安
時
代
後
期
の
典
型
形
式
の
う
ち
、
菩
薩
形
像
に
用

い
ら
れ
る
「
大
倉
普
賢
型
」、
お
よ
び
（
２
）
奈
良
仏
師
作
例
に
み
ら
れ
る

典
型
形
式
が
、
と
も
に
衣
文
線
の
方
向
や
衣
の
重
な
り
方
は
異
な
る
も
の
の

三
段
に
あ
ら
わ
す
の
に
対
し
、
本
像
は
五
段
に
あ
ら
わ
す
点
で
（
１
）（
２
）

の
形
式
と
は
異
な
る
。
か
つ
本
像
三
段
目
の
腰
布
と
み
ら
れ
る
臀
部
を
め
ぐ

る
部
分
に
お
い
て
衣
文
線
を
衣
縁
と
平
行
に
あ
ら
わ
す
点
に
、「
折
衷
型
」

の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
一
三
）。
拙
稿
で
は
臀
部
を
め
ぐ
る
腰

布
に
衣
縁
と
平
行
の
衣
文
線
を
あ
ら
わ
し
、
着
衣
を
四
段
に
あ
ら
わ
す
特
徴

は
、
平
安
時
代
後
期
に
お
い
て
は
菩
薩
形
像
（「
大
倉
普
賢
型
」）
に
は
認
め

ら
れ
ず
、
不
動
明
王
像
な
ど
の
明
王
像
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘

し
、「
折
衷
型
」
は
、
十
二
世
紀
半
ば
以
降
の
奈
良
仏
師
作
例
の
典
型
形
式

の
要
素
を
一
部
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
平
安
時
代
後
期
の
明
王
像
の
典
型
形

式（「
定
禅
寺
不
動
型
」）を
菩
薩
形
像
に
転
用
し
た
も
の
と
想
定
し
た（
注
一
四
）。

そ
の
一
方
で
、
本
像
の
正
面
で
の
両
脚
部
の
形
式
は
、
裙
を
右
足
に
敷
き
込

む
点
に
お
い
て
平
安
時
代
後
期
の
「
大
倉
普
賢
型
」「
定
禅
寺
不
動
型
」
に

共
通
す
る
特
徴
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

な
お
本
像
の
着
衣
形
式
に
つ
い
て
は
、
武
笠
朗
氏
が
背
面
腰
部
で
裙
の
折

返
し
の
下
に
腰
布
の
横
方
向
の
衣
文
線
を
あ
ら
わ
す
点
が
、
安
元
二
年
（
一

一
七
六
）、
円
成
寺
大
日
如
来
像
な
ど
に
み
ら
れ
る
腰
布
の
新
た
な
着
衣
形

式
と
関
係
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
特
徴
は
、
宮
城
・

お
薬
師
様
文
化
財
保
存
会
所
蔵
千
手
観
音
菩
薩
坐
像
（
小
松
寺
旧
在
）
や
、

岩
手
・
松
川
二
十
五
菩
薩
堂
二
十
五
菩
薩
像
、
岩
手
・
東
川
院
観
音
菩
薩
坐

像
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
一
五
）。
他
像
に
つ
い
て
は
後

述
し
た
い
が
、
松
川
二
十
五
菩
薩
堂
像
の
う
ち
坐
像
や
、
東
川
院
像
は
「
折

衷
型
」
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
一
六
）。

　

裙
・
腰
布
の
着
衣
形
式
に
お
け
る
「
折
衷
型
」
に
つ
い
て
は
、
造
像
銘
を

有
す
る
作
例
が
現
時
点
で
見
い
だ
せ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
は
あ
る
。
し
か

し
、
か
つ
て
拙
稿
で
一
覧
に
挙
げ
た
通
り
、
中
央
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
の

「
折
衷
型
」
作
例
に
は
、
先
述
の
『
金
剛
寺
文
書
』
か
ら
あ
る
程
度
の
造
立
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年
代
を
推
定
で
き
る
金
剛
寺
金
堂
大
日
如
来
像
の
ほ
か
、
伝
来
が
不
明
な
が

ら
も
、
法
住
寺
殿
に
付
設
す
る
蓮
華
王
院
に
建
て
ら
れ
、
建
久
三
年
（
一
一

九
二
）
の
後
白
河
法
皇
崩
御
後
に
法
皇
を
葬
っ
た
法
華
堂
の
本
尊
で
あ
る
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
る
妙
法
院
普
賢
菩
薩
像
（
注
一
七
）（
図
20
・
21
）
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
拙
稿
で
の
「
折
衷
型
」
作
例
一
覧
に
加
え
、
新
た
に
「
折
衷

型
」
に
分
類
で
き
た
作
例
を
加
え
た
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

「
折
衷
型
」
作
例
一
覧

・
金
剛
寺
（
大
阪
）
金
堂　

大
日
如
来
像

・
金
剛
寺
（
大
阪
）
五
仏
堂　

大
日
如
来
像

・
妙
法
院
（
京
都
）　

普
賢
菩
薩
像

・
金
剛
峯
寺
（
和
歌
山
）　

一
字
金
輪
仏
頂
像

・
西
南
院
（
和
歌
山
）　

大
日
如
来
像

・
天
神
神
社
（
静
岡
）　

大
日
如
来
像

・
正
覚
院
（
香
川
）　

観
音
菩
薩
像

・
法
輪
院
（
滋
賀
）　

如
意
輪
観
音
菩
薩
像

・
観
音
寺
（
滋
賀
）　

聖
観
音
菩
薩
像

・
中
尊
寺
（
岩
手
）　

一
字
金
輪
像

・
瑠
璃
光
院
（
岩
手
）　

大
日
如
来
像

・
大
長
寿
院
（
岩
手
）　

大
日
如
来
像

・
東
川
院
（
岩
手
）　

観
音
菩
薩
像

・
松
川
二
十
五
菩
薩
堂
（
岩
手
）　

二
十
五
菩
薩
像
の
う
ち
坐
像
一
〜
七
な

ど
　

こ
の
よ
う
に
、「
折
衷
型
」
作
例
に
妙
法
院
像
や
金
剛
寺
金
堂
像
な
ど
、

中
央
仏
師
の
関
与
が
想
定
さ
れ
て
い
る
作
例
（
注
一
八
）
を
含
む
こ
と
は
注
目
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
は
各
地
に
点
在
し
て
い
る
も
の
の
、
一
定
の
型
と
し

て
の
共
通
性
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
奈
良
仏
師
以
外
の
中
央
仏
師
に
採
用
さ

れ
た
形
式
が
各
地
に
及
ん
だ
か
、
あ
る
い
は
中
央
仏
師
の
関
与
を
積
極
的
に

想
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
一
群
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
み
た
と
き
に
、
中
央
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
の
造
像
に
あ
ら
わ
れ
る
「
折

衷
型
」
の
新
形
式
を
本
像
も
採
用
し
て
い
る
点
は
、
平
泉
周
辺
で
の
造
像
環

境
と
関
わ
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
像
の
ほ
か
の
細
部
形
式
に
つ
い
て
み
る
と
、
螺
髻
は
平
安

時
代
後
期
の
大
日
如
来
像
の
典
型
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
（
注
一
九
）、
紐
一

条
│
連
珠
文
│
紐
一
条
│
列
弁
│
花
形
と
す
る
天
冠
台
の
意
匠
、
左
脇
腹
辺

で
い
っ
た
ん
た
る
ま
せ
、
主
条
上
端
よ
り
垂
下
さ
せ
る
条
帛
の
か
け
方
な
ど

も
、
平
安
時
代
後
期
の
典
型
的
な
菩
薩
形
像
と
変
わ
ら
な
い
（
注
二
〇
）。
こ
の

点
よ
り
、
本
像
の
形
式
は
大
半
が
平
安
時
代
後
期
の
中
央
の
典
型
的
な
菩
薩

形
像
に
み
る
も
の
と
共
通
す
る
一
方
で
、
裙
・
腰
布
の
着
衣
形
式
の
み
、
十

二
世
紀
末
に
あ
ら
わ
れ
る
新
形
式
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
像
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
お
も
に
中
尊
寺
金
色
堂
諸
仏
と
の
比
較

か
ら
指
摘
さ
れ
、
お
お
よ
そ
十
二
世
紀
前
半
か
ら
後
半
ま
で
幅
が
あ
る
。
例

え
ば
中
尊
寺
金
色
堂
中
央
壇
と
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
説
（
注
二
一
）、
西
北
壇

本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
（
基
衡
壇
分
）
や
西
南
壇
観
音
・
勢
至
菩
薩
像
（
図

22
）（
も
と
基
衡
壇
分
（
注
二
二
））
と
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
説
（
注
二
三
）
が
あ

る
。
中
央
壇
諸
仏
の
制
作
年
代
は
、
金
色
堂
創
建
の
天
治
元
年
（
一
一
二

四
）（
棟
木
銘
）
頃
と
す
る
見
解
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
も
と
基
衡
壇
諸
仏

の
年
代
に
つ
い
て
は
、
十
二
世
紀
後
半
の
な
か
で
幅
が
あ
る
。
基
衡
壇
の
年

代
に
つ
い
て
議
論
は
あ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
本
像
の
裙
・
腰
布
の
着
衣
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形
式
の
特
徴
か
ら
み
れ
ば
、
本
像
の
制
作
時
期
と
し
て
十
二
世
紀
前
半
は
考

え
に
く
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
像
の
一
部
分
の
み
の
特
徴
で
あ
る
た
め
、
今

後
作
風
や
関
連
作
例
と
の
比
較
を
合
わ
せ
総
合
的
に
判
断
す
べ
き
で
は
あ
る

が
、
堅
固
な
規
範
性
を
有
し
て
い
た
平
安
時
代
後
期
の
典
型
形
式
に
対
し
、

中
央
で
「
折
衷
型
」
が
あ
ら
わ
れ
る
の
が
十
二
世
紀
第
四
四
半
期
頃
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
本
像
も
そ
の
頃
の
作
と
み
る
の
が
自
然
と
思
わ
れ
る
。

三
、
平
泉
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
菩
薩
形
坐
像
の
着
衣
形
式

　

前
述
の
と
お
り
、
本
像
と
同
様
、
裙
・
腰
布
の
着
衣
形
式
に
お
い
て
「
折

衷
型
」
に
分
類
で
き
る
作
例
が
、
平
泉
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
比
較
的
多
く
確

認
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

　

ま
ず
中
尊
寺
山
内
で
は
、
一
字
金
輪
像
（
注
二
四
）（
図
23
）、
大
長
寿
院
大
日

如
来
像
（
注
二
五
）（
図
24
・
25
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
字
金
輪
像
に
つ
い
て
、

保
存
状
態
の
よ
い
左
腰
部
を
み
る
と
（
注
二
六
）、
正
面
両
脚
部
の
形
式
を
除
い

て
、
下
半
身
の
着
衣
を
五
段
に
あ
ら
わ
す
点
や
衣
の
重
な
り
方
、
各
段
で
の

衣
文
線
の
方
向
な
ど
が
本
像
と
共
通
す
る
。
大
長
寿
院
像
は
一
段
目
の
裙
の

下
端
を
二
段
目
の
中
に
入
れ
る
点
が
本
像
や
一
字
金
輪
像
と
異
な
る
も
の

の
（
注
二
七
）、
四
段
に
あ
ら
わ
し
、
二
段
目
の
衣
文
線
を
衣
縁
と
平
行
に
あ
ら

わ
す
特
徴
は
平
安
時
代
後
期
の
菩
薩
形
像
の
典
型
形
式
と
は
異
な
り
、「
折

衷
型
」
に
分
類
で
き
る
。

　

平
泉
周
辺
で
は
、
東
川
院
観
音
菩
薩
像
（
注
二
八
）（
図
26
・
27
）、
松
川
二
十

五
菩
薩
堂
二
十
五
菩
薩
像
（
注
二
九
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
東
川
院
像
は
四
段
に
あ

ら
わ
し
、
一
段
目
の
下
端
を
二
段
目
の
中
に
入
れ
る
。
松
川
二
十
五
菩
薩
堂

像
の
う
ち
跪
坐
像
や
立
像
以
外
の
坐
像
（
坐
像
一
〜
七
（
注
三
〇
）〔
図
28
・

29
〕）
も
、
基
本
的
に
は
衣
文
線
の
方
向
な
ど
が
本
像
や
東
川
院
像
な
ど
と

共
通
す
る
（
注
三
一
）。
ま
た
両
脚
部
材
が
接
続
し
な
い
坐
像
八
〜
一
三
に
お
い

て
も
、
例
え
ば
坐
像
一
一
（
図
30
）
で
は
一
段
目
の
裙
折
返
し
部
と
、
二
段

目
の
臀
部
を
め
ぐ
り
衣
縁
と
平
行
の
衣
文
線
を
あ
ら
わ
す
腰
布
、
お
よ
び
わ

ず
か
に
三
段
目
の
一
部
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
両
脚
部
材
の
み
の
坐
像
一

四
、
一
五
、
脚
部
の
一
部
の
坐
像
一
六
、
一
七
に
つ
い
て
も
、
衣
縁
と
平
行

に
衣
文
線
を
刻
む
腰
布
と
み
ら
れ
る
部
分
と
、
例
え
ば
坐
像
七
の
三
段
目
の

よ
う
に
膝
上
ま
で
を
覆
う
着
衣
が
認
め
ら
れ
る
。
坐
像
一
〜
七
の
例
を
み
れ

ば
、
こ
れ
ら
も
同
じ
く
「
折
衷
型
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
平
泉
と
そ
の
周
辺
に
認
め
ら
れ
る
「
折
衷
型
」
作
例
の

存
在
は
、
中
央
で
十
二
世
紀
第
四
四
半
期
以
降
に
現
れ
た
新
形
式
が
平
泉
に

お
よ
び
、
平
泉
に
お
い
て
定
着
し
て
い
っ
た
さ
ま
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が

で
き
る
事
例
と
し
て
も
貴
重
と
言
え
る
。
武
笠
朗
氏
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ

た
平
泉
内
外
の
諸
像
に
つ
い
て
、
作
風
や
形
式
か
ら
も
と
基
衡
壇
分
の
西
南

壇
両
脇
侍
像
に
似
た
作
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
秀
衡
時
代
の
造
像
と
さ

れ
て
い
る
（
注
三
二
）。
本
稿
で
は
一
部
分
の
み
の
考
察
と
な
っ
た
が
、
裙
・
腰

布
の
着
衣
形
式
に
お
け
る
中
央
造
像
で
の
変
遷
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
年
代

に
齟
齬
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
諸
像
は
、
秀
衡
時
代
の
造
立
と
推
定
す
る
一
材

料
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

　

今
回
、
本
像
の
作
風
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
本
像

の
上
唇
に
対
し
下
唇
の
幅
が
狭
い
唇
の
形
、
や
や
吊
り
上
が
っ
た
目
や
眉
の

輪
郭
な
ど
は
、
基
衡
の
た
め
の
西
北
壇
阿
弥
陀
如
来
像
（
図
31
）
に
通
じ
る
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と
こ
ろ
が
あ
る
。
小
ぶ
り
な
目
鼻
や
浅
い
衣
文
線
、
丸
み
の
あ
る
体
軀
か
ら

は
穏
や
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
本
像
は
、
こ
う
し
た
平
安
時
代
後
期
ら
し
い

作
風
の
な
か
に
、
十
二
世
紀
第
四
四
半
期
以
降
の
新
し
い
要
素
を
一
部
に
取

り
入
れ
た
こ
と
が
具
体
的
に
わ
か
る
秀
衡
時
代
の
作
例
と
し
て
、
改
め
て
注

目
さ
れ
る
。

﹇
図
版
出
典
﹈

　

図
１
〜
13
、
28
〜
30
は
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
芸
術
学
科
日
本
・
東
洋

美
術
史
第
四
研
究
室
撮
影
。

　

図
14
・
15
は
山
本
勉
・
浅
見
龍
介
・
丸
山
士
郎
「
大
倉
文
化
財
団
普
賢
菩

薩
騎
象
像
調
査
報
告
」（『M

U
SEU

M

』
五
七
四
、
二
〇
〇
一
年
十
月
）、

図
16
・
17
は
丸
尾
彰
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
平
安
時

代
造
像
銘
記
篇
第
八
巻
（
一
九
七
一
年
二
月
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）、
図

18
・
19
は
『
魅
惑
の
仏
像
二
八　

大
日
如
来
』（
一
九
九
六
年
十
月
、
毎
日

新
聞
社
）、
図
20
・
21
は
注
一
七
論
文
、
図
22
・
31
は
注
一
書
⑨
、
図
23
は

注
一
書
③
、
図
24
・
25
は
注
二
四
報
告
書
、
図
26
・
27
は
注
二
八
書
か
ら
転

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

﹇
付
記
﹈

　

瑠
璃
光
院
大
日
如
来
像
の
調
査
に
際
し
ま
し
て
、
瑠
璃
光
院
菅
野
康
純

様
、
中
尊
寺
管
財
部
三
浦
章
興
様
よ
り
多
大
な
る
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
東
京
藝
術
大
学
松
田
誠
一
郎
教
授
、
和
田
圭
子
非
常
勤
講
師
を
は
じ

め
、
芸
術
学
科
日
本
・
東
洋
美
術
史
第
四
研
究
室
よ
り
、
調
査
、
撮
影
の
ご

助
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
瑠
璃
光
院
、
中
尊
寺
、
二
十
五
菩
薩
像
保
存
会

か
ら
は
写
真
掲
載
の
ご
許
可
を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
平
成
二
七
〜
三
〇
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金

若
手
研
究
（
Ｂ
）「
鎌
倉
時
代
彫
刻
史
に
お
け
る
京
都
仏
師
の
造
像
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
関
す
る
研
究
」（JP15K

16644

）、
お
よ
び
令
和
四
〜
六
年
度
科

学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
古
代
・
中
世
北
東
北
の
仏
教
彫
刻
に

お
け
る
造
形
の
伝
播
過
程
解
明
の
研
究
」（JP22K

00156

）
の
研
究
成
果
の

一
部
で
す
。
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一 

瑠
璃
光
院
大
日
如
来
像
に
つ
い
て
ふ
れ
た
お
も
な
論
考
、
作
品
解
説
を
挙
げ
る
。

　

①
「
木
造
大
日
如
来
坐
像
」（『
中
尊
寺
大
観
』、
一
九
一
八
年
五
月
、
精
華
社
）。

　

②「
木
造
大
日
如
来
坐
像
」（『
中
尊
寺
総
鑑
』、一
九
二
五
年
三
月
、大
塚
工
藝
社
）。

　

③
石
田
茂
作
「
国
宝　

金
剛
界
大
日
如
来
像
」（『
中
尊
寺
大
鏡
』
第
二
、
一
九
四
一

年
十
一
月
、
大
塚
工
藝
社
）。

　

④
倉
田
文
作「
重
文　

大
日
如
来
坐
像　

一
軀　

瑠
璃
光
院
」（
石
田
茂
作
監
修『
中

尊
寺
』、
一
九
五
九
年
十
一
月
、
朝
日
新
聞
社
）。

　

⑤
久
野
健
「
中
尊
寺
彫
刻
と
そ
の
周
辺
」
中
（『
美
術
研
究
』
二
二
五
、
一
九
六
三
年

十
月
。
同
著『
東
北
古
代
彫
刻
史
の
研
究
』、一
九
七
一
年
十
月
、中
央
公
論
美
術
出
版
）

所
収
。

　

⑥
西
川
新
次「
中
尊
寺
の
文
化
財　

彫
刻
」
お
よ
び
西
川
杏
太
郎「
大
日
如
来
坐
像
」

（
藤
島
亥
治
郎
監
修
『
中
尊
寺
』、
一
九
七
一
年
三
月
、
河
出
書
房
新
社
）。

　

⑦
永
井
信
一
「
大
日
如
来
像
」（『
中
尊
寺
と
み
ち
の
く
の
古
寺
』〔『
日
本
古
寺
美
術

全
集
』
第
一
六
巻
〕、
一
九
八
〇
年
一
月
、
集
英
社
）。

　

⑧
岩
佐
光
晴「
中
尊
寺
の
美
術
工
芸
」
の
う
ち「
彫
刻
」（
須
藤
弘
敏
・
岩
佐
光
晴『
中

尊
寺
と
毛
越
寺
』〔『
日
本
の
古
寺
美
術
』
一
九
〕、
一
九
八
九
年
十
一
月
、
保
育
社
）。

　

⑨
浅
井
和
春
「
大
日
如
来
坐
像
」（『
中
尊
寺
黄
金
秘
宝
展　

奥
州
平
泉
文
化
の
全

貌
』、
一
九
九
三
年
八
月
、
中
尊
寺
黄
金
秘
宝
展
実
行
委
員
会
）。

　

⑩
政
次
浩
「
大
日
如
来
坐
像
」（
佐
川
美
術
館
編
『
国
宝
中
尊
寺
展
│
奥
州
藤
原
氏

三
代
の
黄
金
文
化
と
義
経
の
東
下
り
│
』、
二
〇
〇
四
年
十
月
、
佐
川
美
術
館
）。

　

⑪
浅
井
和
春
「
中
尊
寺
の
彫
刻
」（『
世
界
遺
産　

中
尊
寺
』、
二
〇
一
〇
年
七
月
、

中
尊
寺
）。

　

⑫
武
笠
朗
「
院
政
期
彫
刻
史
に
お
け
る
中
尊
寺
造
像
」（
菅
野
成
寛
監
修
、
浅
井
和

春
・
長
岡
龍
作
編『
中
尊
寺
の
仏
教
美
術　

彫
刻
・
絵
画
・
工
芸
』〔『
平
泉
の
文
化
史
』

三
〕、
二
〇
二
一
年
四
月
、
吉
川
弘
文
館
）。

二 

前
掲
注
一
書
③
。

三 

東
京
国
立
博
物
館
に
、
本
像
の
正
面
、
左
側
面
、
背
面
の
原
板
が
所
蔵
さ
れ
る
。

四 

そ
の
ほ
か
の
法
量
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
単
位
セ
ン
チ
）。

　

髪
際
高　

四
四
・
五　
　

頂
│
顎　

二
二
・
八　
　

面
長　

一
〇
・
五

　

面
幅　
　

一
〇
・
一　
　

耳
張　
　

一
二
・
九　
　

面
奥　

一
三
・
五

　

肘
張　
　

二
八
・
八　
　

胸
幅　
　

一
七
・
一　
　

胸
奥　

一
五
・
〇

　

腹
奥　
　

一
四
・
三　
　

膝
高　
　
　

七
・
三　
　

膝
張　

四
〇
・
二

　

坐
奥　
　

二
八
・
七

五 

こ
の
二
段
目
は
、
一
段
目
の
折
り
た
た
み
や
打
ち
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
一
段
目

と
三
段
目
と
の
間
に
わ
ず
か
に
隙
間
が
で
き
た
部
分
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

六 

本
像
の
品
質
・
構
造
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
る
作
品
解
説
の

な
か
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
注
一
）。

七 

な
お
、
前
掲
注
一
書
⑤
で
は
、
本
像
の
構
造
に
つ
い
て
、
体
部
は
左
右
矧
ぎ
、

頭
部
は
前
後
矧
ぎ
で
首

を
も
う
け
て
体
部
に
接
続
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
指
摘
は
、
本
像
の
左
右
耳
の
直
後
に
亀
裂
が
縦
に
入
り
、
頭
部
で
は
前
後
矧
ぎ
の

よ
う
に
み
え
る
こ
と
な
ど
が
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
表
面
お
よ
び
像
内
か
ら
の
観

察
に
よ
る
と
、
亀
裂
は
頭
部
の
み
で
、
体
部
に
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
像
内
か
ら

み
る
と
正
中
の
矧
目
は
髻
や
頸
部
に
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
頭
部
の
亀
裂
は
、
あ
る

い
は
頭
部
の
割
矧
ぎ
目
か
と
も
思
わ
れ
た
が
、
体
部
は
正
中
矧
ぎ
で
あ
る
こ
と
や
、

表
面
地
髪
部
左
側
面
で
は
、
耳
後
ろ
か
ら
続
く
亀
裂
以
外
に
も
、
髻
基
部
へ
向
か
う

放
射
状
の
割
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
割
れ
の
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
像

内
矧
目
に
補
修
が
あ
り
、
す
べ
て
の
矧
目
や
木
目
を
確
認
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で

は
注
記
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

八 

表
面
の
漆
地
に
は
二
種
類
が
認
め
ら
れ
た
。
黒
漆
地
は
断
文
が
見
ら
れ
、
当
初

と
み
ら
れ
る
。
そ
の
上
に
赤
茶
色
の
漆
地
に
金
箔
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
こ
の
赤
茶
色

の
漆
地
に
は
断
文
は
み
ら
れ
な
い
。
二
層
に
重
な
る
漆
地
の
う
ち
、
上
層
の
赤
茶
色

の
漆
地
お
よ
び
金
箔
が
後
補
と
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
本
像
の
両
手
先
に
つ
い
て
、
後
補
か
と
指
摘
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
（
前
掲
注
一

書
④
⑤
⑧
⑩
）
が
、
手
の
甲
の
一
部
に
当
初
と
み
ら
れ
る
錆
地
が
及
ぶ
こ
と
や
、
腕
か

ら
の
造
形
の
つ
な
が
り
が
自
然
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
可
能
性
を
留
保
し
た
い
。

九 

拙
稿
「
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
奈
良
仏
師
の
新
形
式
形
成
と
そ
の
展

開
│
菩
薩
形
・
明
王
坐
像
に
お
け
る
裙
・
腰
布
の
着
衣
形
式
の
検
討
よ
り
│
」（『
美

術
史
』
一
六
一
）、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
。

一
〇 

代
表
的
な
作
例
と
し
て
、
菩
薩
形
像
で
は
大
倉
文
化
財
団
普
賢
菩
薩
像
（
十
二
世

紀
前
半
）、
明
王
像
で
は
定
禅
寺
不
動
明
王
像
（
十
一
世
紀
後
半
）
を
挙
げ
た
。

一
一 

奈
良
仏
師
に
典
型
の
形
式
に
は
二
種
類
あ
り
、
代
表
的
な
作
例
と
し
て
、
安
元

二
年
（
一
一
七
六
）、
運
慶
作
、
円
成
寺
大
日
如
来
像
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
頃
、

快
慶
作
、
金
剛
峯
寺
孔
雀
明
王
像
を
挙
げ
た
。

一
二 

①
武
笠
朗
「
大
阪
・
金
剛
寺
多
宝
塔
大
日
如
来
像
に
つ
い
て
」（『M

U
SEU

M

』

四
四
五
）、
一
九
八
八
年
四
月
。

　

②
武
笠
朗
「
大
阪
・
金
剛
寺
金
堂
大
日
如
来
像
考
」（『
実
践
女
子
大
学　

美
學
美
術

史
學
』
二
〇
）、
二
〇
〇
六
年
一
月
。

　

金
剛
寺
は
、『
金
剛
寺
文
書
』
よ
り
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
に
八
条
院
の
祈
願
所
と

な
り
、
同
文
書「
阿
観
上
人
事
」
に
お
い
て
、
治
承
二
年
に
金
堂
建
立
、
養
和
元
年（
一

一
八
一
）
に
伝
法
会
を
修
始
と
あ
る
。
武
笠
氏
は
、
上
記
の
史
料
お
よ
び
養
和
二
年
の

「
源
貞
弘
田
地
施
入
置
文
」
に
初
め
て
伝
法
会
の
こ
と
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
最
重
要

法
会
で
あ
る
伝
法
会
は
金
堂
で
行
わ
れ
た
と
想
定
さ
れ
、
伝
法
会
開
始
の
養
和
年
間

頃
に
は
金
堂
と
本
尊
は
造
立
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
金
剛
寺
金
堂
大
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日
如
来
像
の
造
立
年
代
を
、
治
承
二
年
の
金
堂
建
立
を
含
む
治
承
・
養
和
年
間
頃
に

求
め
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
た
（「
大
阪
・
金
剛
寺
金
堂
大
日
如
来
像
考
」）。

一
三 

な
お
、「
折
衷
型
」
作
例
の
多
く
は
四
段
に
あ
ら
わ
す
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合

は
臀
部
を
め
ぐ
る
二
段
目
の
衣
文
線
が
衣
縁
と
平
行
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
本
像
は
五

段
と
す
る
の
は
、
前
述
の
と
お
り
一
段
目
と
三
段
目
の
間
か
ら
わ
ず
か
に
の
ぞ
く
裙

表
を
一
段
と
数
え
る
た
め
で
あ
り
、
基
本
的
な
構
成
は
四
段
の
「
折
衷
型
」
と
変
わ
ら

な
い
。
な
お
、拙
稿（
前
掲
注
九
）に
お
い
て
、本
像
の
着
衣
の
段
数
を
四
段
と
し
た
が
、

調
査
時
の
熟
覧
の
結
果
、
五
段
に
訂
正
す
る
。
ま
た
、
本
像
と
同
様
に
二
段
目
に
裙

表
が
わ
ず
か
に
の
ぞ
き
五
段
と
す
る
例
に
、
中
尊
寺
一
字
金
輪
像
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
四 

前
掲
注
九
拙
稿
。

一
五 

前
掲
注
一
書
⑫
。

一
六 

お
薬
師
様
文
化
財
保
存
会
所
蔵
千
手
観
音
像
（
小
松
寺
旧
在
）
も
「
折
衷
型
」
と

み
ら
れ
る
。
今
後
熟
覧
の
う
え
改
め
て
検
討
し
た
い
。

一
七 

伊
東
史
朗
「
妙
法
院
普
賢
菩
薩
騎
象
像
に
つ
い
て
」（『
佛
敎
藝
術
』
一
九
四
、
一

九
九
一
年
一
月
。
同
著
『
平
安
時
代
彫
刻
史
の
研
究
』、
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
名
古
屋

大
学
出
版
会
）。

　

伊
東
氏
に
よ
る
と
、
妙
法
院
像
は
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
〜
六
四
）
に
他
所
よ
り

移
安
さ
れ
た
こ
と
が
明
治
時
代
の
『
京
都
府
寺
誌
稿
』
よ
り
判
明
す
る
が
、
そ
れ
以
前

の
伝
来
は
明
ら
か
で
な
い
。
伊
東
氏
は
、
蓮
華
王
院
に
は
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
に

後
白
河
法
皇
が
自
ら
の
墓
所
と
し
て
建
立
し
、
同
年
に
崩
御
し
た
建
春
門
院
滋
子
の

墓
所
に
充
て
た
法
華
堂
と
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
の
後
白
河
法
皇
崩
御
後
に
法
皇

を
葬
っ
た
法
華
堂
の
二
宇
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
妙
法
院
像
は
天
衣
を
別
材
製
と
す
る

こ
と
や
、
右
肢
を
半
歩
踏
み
出
し
た
象
の
表
現
に
鎌
倉
的
要
素
が
み
ら
れ
る
と
し
、

上
記
二
つ
の
堂
宇
の
う
ち
安
元
二
年
で
は
な
く
建
久
三
年
頃
の
法
華
堂
の
本
尊
と
推

測
さ
れ
た
。

一
八 

前
掲
注
一
七
論
文
、
お
よ
び
前
掲
注
一
二
論
文
②
。

一
九 

武
笠
朗
「
院
政
期
主
流
仏
師
（
円
・
院
派
奈
良
仏
師
）
の
動
向
と
そ
の
遺
品
の
研

究
」（『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
五
、
一
九
八
七
年
、
鹿
島
美
術
財
団
）。

二
〇 

平
安
時
代
後
期
の
天
冠
台
、
条
帛
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
武
笠
朗
氏
に
よ
る
下

記
の
研
究
が
あ
る
。

　

武
笠
朗
「
西
大
寺
四
王
堂
十
一
面
観
音
像
に
つ
い
て
」（『
美
術
史
』
一
二
〇
、
一
九

八
六
年
四
月
）
お
よ
び
前
掲
注
一
書
⑫
。

二
一 

前
掲
注
一
書
④
、
⑥
の
西
川
杏
太
郎
氏
解
説
、
⑦
、
⑧
な
ど
。
な
お
⑥
西
川
新

次
氏
は
十
二
世
紀
中
葉
も
し
く
は
そ
れ
を
遡
る
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。

二
二 

中
尊
寺
金
色
堂
の
須
弥
壇
三
壇
（
中
央
壇
、
西
北
壇
、
西
南
壇
）
に
安
置
さ
れ
た

諸
仏
は
、
一
部
が
当
初
の
安
置
場
所
か
ら
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
も
浅
井
和
春
氏
の
当
初
の
安
置
復
元
案
に
従
う
（
浅
井
和
春
「
金
色
堂
の

諸
仏
を
め
ぐ
る
二
〜
三
の
問
題
」〔
前
掲
注
一
書
⑨
〕）。

二
三 

前
掲
注
一
書
⑨
、
⑪
、
⑫
な
ど
。

二
四 

水
野
敬
三
郎
氏
は
、
一
字
金
輪
像
の
年
代
に
つ
い
て
、
本
体
は
中
尊
寺
金
色
堂

の
も
と
基
衡
壇
諸
像
（
西
北
壇
阿
弥
陀
、
西
南
壇
両
脇
侍
、
中
央
壇
六
地
蔵
、
中
央
壇

二
天
像
）
と
、
ま
た
宝
冠
の
宝
相
華
文
の
花
芯
お
よ
び
天
蓋
の
八
葉
蓮
華
の
蕊
の
特
徴

は
秀
衡
壇
（
西
南
壇
）
と
共
通
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
た
だ
し
像
本
体
と
宝
冠
・

天
蓋
と
の
間
に
年
代
差
を
考
え
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
水

野
敬
三
郎
「
一
字
金
輪
坐
像
お
よ
び
天
蓋
」〔『
中
尊
寺
を
中
心
と
す
る
奥
州
藤
原
文
化

圏
の
美
術
工
芸
品
に
関
す
る
総
合
的
調
査
研
究
』〈
研
究
代
表
者
・
有
賀
祥
隆
『
平
成

八
・
九
・
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ａ
一
）
研
究
成
果
報
告
書
』〉〕、

一
九
九
九
年
三
月
。
水
野
敬
三
郎
「
中
尊
寺
一
字
金
輪
像
に
つ
い
て
」〔『
佛
敎
藝
術
』

二
七
七
〕、
二
〇
〇
四
年
十
一
月　

所
収
）。

二
五 

岩
佐
光
晴
「
大
日
如
来
坐
像
」（
前
掲
注
二
四
報
告
書
）。

二
六 

中
尊
寺
像
は
、
も
と
像
内
取
付
の
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
の
修
理
銘
札
に
大
破

し
て
い
た
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
際
の
修
理
と
さ
れ
る
部
分
も
多
い
。
特
に
着

衣
で
は
、
右
腰
部
の
後
補
材
に
小
材
を
挿
ん
だ
木
屎
漆
を
盛
っ
て
腰
布
の
衣
文
を
あ

ら
わ
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
材
お
よ
び
木
屎
漆
は
後
補
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る

（
前
掲
注
二
四
水
野
氏
論
文
）。
水
野
氏
論
文
の
図
解
に
よ
れ
ば
、
腰
部
左
側
面
に
は
、

修
理
の
手
は
入
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
表
面
か
ら
の
観
察
に
お
い
て
も
、
腰
部

左
側
面
の
状
態
は
問
題
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
七 

「
折
衷
型
」
の
作
例
で
は
、
一
段
目
の
下
端
を
二
段
目
（
五
段
に
あ
ら
わ
し
二
段

目
が
裙
表
の
場
合
は
三
段
目
）
の
中
に
入
れ
る
も
の
と
、
外
に
出
す
も
の
の
二
種
類
が

あ
る
。
前
者
は
奈
良
仏
師
作
例
に
み
ら
れ
る
典
型
形
式
の
特
徴
と
、
後
者
は
平
安
時

代
後
期
の
典
型
形
式
の
特
徴
と
共
通
す
る
。「
折
衷
型
」
は
新
旧
の
形
式
の
特
徴
が
混

在
し
た
形
式
で
あ
る
た
め
、
両
様
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

二
八 

井
上
大
樹
氏
は
、
東
川
院
像
の
作
風
や
頸
部
で
鋸
引
き
す
る
技
法
が
中
尊
寺
金

色
堂
西
南
壇
地
蔵
菩
薩
像
の
う
ち
右
列
二
番
目
の
像
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

技
法
は
秀
衡
時
代
に
平
泉
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
本
像
の
造
立
も
一
一
七

〇
〜
八
〇
年
代
と
想
定
さ
れ
た（
井
上
大
樹「
東
川
院
木
造
観
音
菩
薩
坐
像
に
つ
い
て
」

〔『
一
関
市
博
物
館
第
二
六
回
企
画
展　

木
造
観
音
菩
薩
坐
像
と
そ
の
周
辺
』、
二
〇
一

九
年
七
月
、
一
関
市
博
物
館
〕）。

二
九 
冨
島
義
幸
氏
は
、
松
川
二
十
五
菩
薩
堂
像
に
み
ら
れ
る
宝
相
華
文
の
花
蕊
が
金

色
堂
西
北
壇
（
基
衡
）
阿
弥
陀
如
来
像
の
光
背
光
脚
に
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
松

川
二
十
五
菩
薩
堂
像
は
基
衡
周
辺
の
造
立
と
さ
れ
て
い
る
（
冨
島
義
幸
「
松
川
阿
弥

陀
迎
接
像
の
造
形
と
そ
の
特
徴
│
平
泉
仏
教
文
化
圏
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ

て
│
」〔『
一
関
市
博
物
館
研
究
報
告
』
二
〇
、
二
〇
一
七
年
三
月
〕）。

三
〇 

各
像
の
番
号
は
、『
松
川
二
十
五
菩
薩
像
の
全
貌　

平
泉
文
化
の
余
光
』（
二
〇
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一
六
年
、
一
関
市
博
物
館
）
お
よ
び
鈴
木
弘
大
「
岩
手
県
指
定
有
形
文
化
財
「
木
造
来

迎
阿
弥
陀
及
菩
薩
像
」
の
基
礎
検
討
│
い
わ
ゆ
る
「
松
川
二
十
五
菩
薩
像
」
に
つ
い

て
│
」（『
一
関
市
博
物
館
研
究
報
告
』
二
〇
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
に
従
っ
た
。

三
一 
一
段
目
の
裙
折
返
し
部
下
端
を
あ
ら
わ
す
か
、
あ
ら
わ
さ
な
い
か
は
像
に
よ
っ

て
多
少
異
な
る
。
例
え
ば
坐
像
六
は
、
一
段
目
の
裙
折
返
し
部
の
下
端
を
あ
ら
わ
す
。

三
二 
前
掲
注
一
書
⑫
。



（62）

図２　同　背面

図４　同　右側面

図１　大日如来像　正面　岩手・瑠璃光院

図３　同　左側面
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図６　同　右斜側面

図８　同　頭部右斜側面

図５　大日如来像　左斜側面　岩手・瑠璃光院

図７　同　頭部正面
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図 10　同　頭部右側面

図 12　同　腰部左側面

図 13　同　腰部背面

図９　大日如来像　頭部左側面　岩手・瑠璃光院

図 11　同　像底
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図 16 不動明王像　腰部右側面（「定禅寺不動型」）

図 17 同　腰部背面（「定禅寺不動型」） 図 15 同　腰部背面（「大倉普賢型」）

図 14 普賢菩薩像　腰部左側面
 東京・大倉文化財団（「大倉普賢型」）

図 19 同　腰部背面（「円成寺大日型」）

図 18 大日如来像　腰部左側面　
 奈良・円成寺（「円成寺大日型」）
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図 21 同　背面　京都・妙法院

図 23　一字金輪像　岩手・中尊寺

図 20 普賢菩薩像　左側面　京都・妙法院

図 22　勢至菩薩像（西南壇）
 岩手・中尊寺金色堂
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図 25 同　背面

図 27 同　背面 図 26 観音菩薩像　左側面　岩手・東川院

図 24 大日如来像　左側面　岩手・大長寿院
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図 31 阿弥陀如来像（西北壇）　頭部正面　
 岩手・中尊寺金色堂

図 29 同　背面 図 28 二十五菩薩像のうち坐像７　左側面
 岩手・松川二十五菩薩堂

図 30 二十五菩薩像のうち坐像 11　左側面
 岩手・松川二十五菩薩堂


